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技術名称 道路パトロール支援サービス 担当部署 道路データ分析サービス Team

NETIS登録番号 QS-170023-VR 担当者 竹川　眞理子

社名等 (株)富士通・交通道路ﾃﾞｰﾀｻｰﾋﾞｽ 電話番号 03-6252-2360

技術の概要

国の機関　 ２２　件　（九州　　４件　、九州以外　１８件　）　
自治体　　４５　件　（九州   １２件　、九州以外　３３件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　０件　、九州以外　０件　上記国道の受注者は国の機関にカウント）

２．技術の内容

５．活用実績

高度経済成長期に集中的に整備された日本の社会インフラは、今後さらに老朽化が進行していき
ます。特に地方自治体においては厳しい財政状況の中、限られた体制と予算で維持管理を実施し
ていくことは現実的に困難な状況となっており、増加する社会インフラに対して、これまでの対症療
法的な管理方法から予防保全的な管理への転換が求められています。
そうした現況の中、技術者不足を補い低コストで高い効率を実現するＩＣＴを活用した新技術に期待
が高まっています。

スマートフォンの加速度センサによって収集した情報を基に、舗装の走行性を算出します。利用者
はこの結果を参照することにより道路ネットワーク全体の舗装状態の把握・分析を行う事が可能と
なります。本技術である舗装の走行性能評価指数は、車両の揺れに基づく加速度データを基に走
行性を判断します。スマートフォンを設置する車両の状態や走行速度等による揺れ発生のばらつき
を考慮するために、複数回走行の結果を、統計処理する点が大きな特徴です。その他パトロール
中、現場ごとの作業内容をスマートフォンに入力するだけで、走行した路線とルート、点検した地
点・住所、日付と時刻を付した、パトロール日誌の自動作成機能も備えています。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書

３．技術の効果

汎用のスマートフォンを車両に設置するだけなので、従来型の点検手法と比べ点検コストの削減に
大きく寄与します。運用が容易なため、高頻度かつ継続的な測定が可能となります、日々変化する
路面の劣化状態を早期検出したり、評価結果を中長期的な補修計画としてもお役立ていただけま
す。スマートフォンを活用した技術は、道路パトロールで日々発生する現場記録（日誌）のシーンで
も活用できます。これによりパトロール報告業務にかかわる事務効率の軽減が図られます。

４．技術の適用範囲

１）適用可能な範囲
自動車が走行可能な道路。
２）効果の高い適用範囲
道路延長により目視、点検が困難であった道路（生活道）に至るまで適用可能。
３）適用できない範囲
ＧＰＳ未検出地域
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６．写真・図・表

構成図

運用の流れ
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技術名称 ＰＡＮ　ＷＡＬＬ工法
ぱ ん う ぉ ー る こ う ほ う

担当部署 矢作建設工業㈱九州支店

NETIS登録番号 CB-170019-A 担当者 大島　智紀

社名等 ＰＡＮ　ＷＡＬＬ工法協会 電話番号 092-752-9501

技術の概要

国の機関　 236件　（九州　35件　、九州以外201件）　
自治体 　972件　（九州　221件　、九州以外751件)　
民　 間　  45件  （九州   　8件　、九州以外 37件）　

２．技術の内容

５．活用実績

  道路新設等で擁壁構築時の背面掘削、仮設土留め、多段法面等が必要な掘削断面において、1段毎
(1.2m)に地山上部から施工中の地山安定を図りつつ、法面を構築・完成させることで、地山改変面積を
低減させる目的で開発。
 1993年（平成5年）12月に実用化された当初は、5分勾配を標準としたが、改変面積の更なる低減、道路
拡幅等での、上部・下部の敷地有効活用、災害復旧への適用の為、PAN WALL壁面の急勾配化に取り
組み、垂直勾配を実現。

　PAN WALL工法は、表面工としてプレキャストコンクリートパネル(以下「パネル」という。)(標準:H=1.2m
×W=1.8m)を使用し、補強材(特殊加工した異形棒鋼:2m～10m程度)を地山に挿入することで切土法面
(地山)および不安定化した掘削面の崩壊を防止する。パネルは工場生産で、品質に優れているととも
に、表面のデザイン（擬岩模様）は、景観に配慮している。表面工のﾌﾟﾚキャスト化によって、工期短縮と
省力化を実現。補強材は、二重管式のケーシング削孔により、施工精度の良い安定した品質の補強材
が造成できる。
　施工方法は、上から順に構造物を構築する「逆巻き施工」を基本としているが、道路拡幅や災害復旧、
既存擁壁補強で、背面掘削を施さない場合は、下から上に「順巻き施工」でパネルを設置し、構造物を構
築する。(写真-1）　（災害復旧の例）
　急勾配（垂直～2分勾配）での逆巻施工は、原則として基段（最初に設置する段）の補強材間隔を900ｍ
ｍで構築し、基本段パネル背面に基段補助杭を設置して、パネルと裏込め材の重量に加えて次段パネ
ルの重量を分散させる変状対策を講じて急勾配施工が可能。 (図-1)

本技術は設計時に、１段毎の施工時検討を行い、下段掘削時の地山安定を確認することとしている。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 

３．技術の効果

・ 改変面積が最小限で済み、森林・緑地など施工箇所の環境に与える影響が少ない。
・ 道路の谷側拡幅工事や路肩崩壊などの災害復旧工事において、交通規制が最小限で施工できる。
・ 表面工のパネルはプレキャスト製品のため、工期短縮・省力化、また、品質に優れているとともに、

表面のデザイン(擬岩模様)は景観に配慮している。
・ 逆巻き施工を標準とするため、高所作業が削減され、安全性が高い。

４．技術の適用範囲

①適用可能な範囲
適用勾配は3分を標準とし、垂直勾配～5分程度、適用高さは20ｍ程度までが目安である。

②特に効果の高い適用範囲
特に効果の高い適用勾配は3分以上、適用高さは8ｍ以上である。

③適用できない範囲
一般に軟弱粘性土地山には不向きである。
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６．写真・図・表

定着部詳細図

写真-1 断面図と垂直施工の様子

復旧施工時に二次災害が発生する
恐れがある場合

・災害箇所の安定化を図りながら
施工するため二次災害の発生を抑
えて施工することが可能です。

逆巻き施工:上から下へ構造物を築造

図-1 基段補助杭設置
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技術名称 ドライアイスを利用したコンクリート洗浄工法 担当部署 環境事業部

NETIS登録番号 KT-160143-A 担当者 中村　弘

社名等 株式会社東洋ユニオン 電話番号 052-629-7377

技術の概要 概要（アブストラクト）

概要

技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

技 術 概 要　
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適用条件

適用範囲
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